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                  事務局長 早田 由布子 （旬報法律事務所） 

 
団東京支部４大イベントの１つであるサマーセミナーの概要とメイン企画が決定しました。 
メイン企画には、講師に半田滋氏を迎え、２０２４年４月１０日の日米首脳共同声明と今後の国際情勢

についてお話いただきます。 
ほかにも、支部団員の活動交流などを予定しています。今すぐに手帳に記入いただき、同封の申込方法

説明用紙記載の申し込みフォームからお申し込みください。zoom 参加も可能です。みなさまのご参加を

お待ちしております。 
 

●サマーセミナーにご参加ください・・・・・・・・・・・・・・・   事務局長 早田 由布子 

●都知事選・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   幹事長  西田  穣 

●公正で自由な選挙を求める要請を行いました！・・・・・・・・・・・事務局次長 大井 淳平 

●新人若手学習会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・渋谷共同法律事務所 向井 香織 

●幹事会報告 

サマーセミナーにご参加ください 
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■日程  ８月２３日（金）１３時 ～ ２４日（土）１２時 
      １日目 講演「敵基地攻撃と日米一体化～防衛費倍増は国民負担に～」 半田滋氏 
          取組交流等、夕食懇親会 
      ２日目 取組交流等 
 ■場所  和風リゾートホテル KKR 鎌倉わかみや 
       住所：〒248-0014 神奈川県鎌倉市由比ガ浜 4-6-13  TEL：0467-25-4321 
■費用  宿泊予定の方（１泊２食、会議費含む）   ウェブ参加の方（資料代、通信費等） 

７６期       無 料        ７６期     無料 
     ７２期～７５期   １万円        ７５期以上   ３０００円 

６７期～７１期   １万５０００円 
６６期以上     ２万２０００円 

※参加される方は、８月２日までに申込方法説明用紙記載の口座に参加費をご送金下さい。 
■申込期限 ２０２４年 ７月 ３１日 
（宿泊人数には限りがございますので、早めにお申し込み下さい。） 
 
＜半田滋氏 講演概要＞ 
「敵基地攻撃と日米一体化～防衛費倍増は国民負担に～」 
岸田政権は２０２２年１２月、「敵基地攻撃能力の保有」「防衛費倍増」を閣議決定しました。憲法の

規定から「専守防衛」だった自衛隊が他国を攻撃するというのです。憲法違反の閣議決定というほかあり

ません。 
 倍増される防衛費は、敵基地攻撃ができる国産や米国製の長射程ミサイル購入に充てられています。そ

の結果、２２年度約５兆４０００億円だった防衛費は２３年度には６兆８０００億円を超え、２４年度は

８兆円近くとなりました。 
 長射程ミサイルを買い揃え、日米共同訓練を見せつければ、それが抑止力となって中国の台湾への武力

侵攻を止められるというのが岸田政権の考えです。そのためには基地ばかりでなく、民間空港・港湾も自

衛隊や米軍が日常的に使用するというのです。もはや「新しい戦前」というほかありません。 
 抑止が破れれば、戦争になります。そして南西諸島が戦場になる時は日本全体が戦場になる時です。４

月にあった日米首脳会談により、日米は指揮統制の連携強化を打ち出しました。しかし、戦争を止めるの

は武力ではありません。相手国の主張に耳を傾けつつ、日本の国益の最大化を図る外交努力こそが求めら

れています。 
 
＜プロフィール＞ 
半田滋（はんだ・しげる） 
 １９５５年（昭和３０）年生まれ。防衛ジャーナリスト。下野新聞社を経て、９１年中日新聞社入社、

元東京新聞論説兼編集委員。獨協大学非常勤講師。法政大学兼任講師。海上保安庁政策アドバイザー。９

２年より防衛庁(省)取材を担当。２００７年、東京新聞・中日新聞連載の「新防人考」で第１３回平和・

協同ジャーナリスト基金賞（大賞）を受賞。 
著書に、「台湾侵攻に巻き込まれる日本 安倍政治の『後継者』、岸田首相の敵基地攻撃と防衛費倍増の

真実」(あけび書房)、「戦争と平和の船、ナッチャン」(講談社)、「変貌する日本の安全保障」（弓立社）、

「安保法制下で進む! 先制攻撃できる自衛隊―新防衛大綱・中期防がもたらすもの」（あけび書房）、「検
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証 自衛隊・南スーダンＰＫＯ－融解するシビリアン・コントロール」（岩波書店）、「零戦パイロット

からの遺言－原田要が空から見た戦争」（講談社）、「日本は戦争をするのか－集団的自衛権と自衛隊」

（岩波新書）、「僕たちの国の自衛隊に２１の質問」（講談社）、「「『戦地』派遣 変わる自衛隊」（岩

波新書）＝０９年度日本ジャーナリスト会議（ＪＣＪ）賞受賞、「自衛隊ｖｓ北朝鮮」（新潮新書）など

がある。 
 

 

幹事長 西田穣（東京東部法律事務所） 

来る東京都知事選挙（7月 7日投開票日）に向けて、団東京支部は、本年６月２０日付にて蓮舫候補を

支持する旨の決議をあげました。 

現職の小池都知事は、就任以来、「稼ぐ東京」「国際金融都市」「東京大改造」など大企業優先の都政

を推進する一方で、都民の暮らしに寄り添った政策は講じてきませんでした。団東京支部は、本年２月２

３日、 「大企業利益優先・都民軽視の都政から都民が主人公の都政へ転換のため都知事選挙に全力をつく

す決議」を発表しており、小池都政からの転換を強く求め、運動に邁進してきました。また、小池都知事

は、１９７３年に関東大震災の朝鮮人犠牲者追悼碑が建立され、その翌年以降行われてきた追悼式への追

悼文を、２０１７年から見送るようになりました。これに対し、団東京支部は、歴史を歪める歴史修正主

義に立つものであるとして、２０１７年以降毎年、追悼文を送らない小池都知事に対し批判決議をあげ

て、関東大震災での虐殺の事実を風化させない取り組みをしてきました。小池都政からの脱却は、団東京

支部としても実現しなければならない課題であり、今回の都知事選についても、市民と野党の共闘による

候補者選定委員会に積極的に参加してきました。 

蓮舫候補は、公約として、(1)新しい条例で、都と契約する業者に、働く人の待遇改善を要請する、(2)

まずは非正規の都職員を、専門職から正規化するなどへ処遇を改善する、(3)福祉の現場等で働く若者の

奨学金返済支援や家賃支援の拡充、(4)教師の付随業務を減らし、子どもとの時間を増やす、(5)自治体や

企業との連携で「パートナーシップ宣誓制度」を利用しやすくする、(6)「東京版・行政事業レビュー」

の導入、(7)政治資金パーティーの不開催、(8)専門家や当事者で「知事直轄円卓会議」をつくり、ボトム

アップの都政にする、(9)神宮外苑の再開発を見直し、大切な緑を守る、(10)多摩地域の一部に導入され

ていない学校給食の無償化の実現、(11)従前の東京都の政策のうち良い政策は引き続き取り組み、パワー

アップさせること等を打ち出しており、これらの公約は、団東京支部が実現を求めてきたものと多くにお

いて一致できます。また、蓮舫候補は、上記追悼文についても、自身が都知事になった際の追悼文の送付

を明言しており、歴史に真摯に向き合い、少数弱者に寄り添う都政が期待できます。 

団東京支部の皆さまの積極的な活動を期待します。 

 

事務局次長 大井淳平（代々木総合法律事務所） 

都知事選にて蓮舫候補を支持する決議をあげました 

公正で自由な選挙を求める要請を行いました！ 
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１ ６月１３日に、国民救援会東京都本部と団東京支部が合同で設

置した「東京都知事、都議会議員補欠選挙・弾圧対策本部」（本

部長：野澤裕昭団支部長）で東京都知事、都議会議員補欠選挙に

あたって公正で自由な選挙の実現を求める要請を行いました。要

請には、団支部からは、野澤本部長のほか、西田穣副本部長と事

務局次長である私が参加し、都選管、東京地裁・簡裁、警視庁、

東京都公安委員会を訪問し、要請書を手渡しました。 
２ 都選管への要請では、野澤本部長が「都知事選挙は都民の暮ら

しに直結する大事な選挙であり、関心が高まっている。選管のイ

ンターネットページでは選挙運動で出来ないこと、できることが

記述されているが、できることについての記述を増やしてほしい。

また、衆議院東京１５区補選で起きた『つばさの党』の選挙妨害

についても、公選法上許されない行為であると広く告知をしてほ

しい」と要請しました。担当者は「選挙妨害については告知をネ

ット上で行っている。取り締まりは警察の役割。選挙運動につい

ても周知しているところ」と答えました。 
３ 東京地裁への要請では、西田副本部長が 「これまでの選挙では警察からの不当な捜査が多かった、

今は市民からの選挙妨害を防ぐことが多くなってきているが、これまで通り政治・選挙活動の自由を保

障すべく、慎重な令状発付を」と求めました。私からは「安易な令状発付は、憲法上保障された市民の

言論活動や政治活動を委縮させるものであるから、慎重に審査を行うように」と求めました。野澤本部

長は「警察の行為を監視する役割が司法にある。その役割を果たしていただきたい。要請書を裁判官全

員に共有するように」と要請しました。また、過去の選挙弾圧の事例に触れ、「裁判官には令状発付に

ついての講習をしているのか」と質問をしました。担当の刑事部次席書記官は「裁判官のことなので講

習を行っているか把握していない、要請書は裁判官に渡す」と答えました。 簡裁でも野澤本部長が「令

状審査は、逮捕や捜索など捜査機関が権限を濫用することを未然に防ぐものであるので、慎重に職務に

あたること」と要請しました。地裁での要請では、担当書記官が熱心にメモを取りながら私達の要請を

聞く姿が印象的でした。 
４ 警視庁、公安委員会への要請では、私からは「つばさ

の党」の選挙妨害に触れ「悪質な選挙妨害への取り締ま

りは必要であるが、憲法上、政治・選挙活動の自由が保

障されているという原則に立ち返って、ポスティングの

判例等、過去の事例を十分に周知し、不当な干渉となら

ないよう徹底してほしい」と要請しました。 西田副本部

長は、「市民と市民との間でトラブルが多くなっている。

犯罪とは関係のない事件でも身柄を拘束したりするケ

ースがある。現場の警察官では公選法を熟知している警

察官と、そうではない警察官がいる。警察官に公選法の

講習を行い、適切に職務に当たってほしい」と要請しました。 警視庁の担当者は、「公正な取り締ま

りを行う」と答えました。 公安委員会の担当者は「『つばさの党をなぜ捕まえないのか』という多く

の市民の声があった。あれを取り締まる必要があるというのは全国民が思ったこと。難しい事件だ。」 
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と述べ、警察当局としても、４月の衆院補選における悪質な選挙妨害に対して強い問題意識をもってい

たことがわかりました。 
５ 今回の要請では、「つばさの党」などの悪質な選挙妨害には毅然とした対応が必要である反面、こう

した事案を契機に、公権力による憲法上保障された政治活動、選挙活動の自由に対する不当な干渉、弾

圧がなされることのないよう、訴えることができたと考えております。団支部としては、この都政を転

換する重要な選挙が公正に行われるよう、弾圧対策に取り組んで参ります。 
 

 

渋谷共同法律事務所 向井香織 

１ はじめに 
 ５月２９日、新人若手学習会「団員弁護士のキャリアプランとワーク

ライフバランス」と題し、講師として大井淳平弁護士と藤原朋弘弁護士、

コーディネーターとして早田由布子弁護士からそれぞれお話をいただ

きました。 
 学習会では主に、①団員弁護士の普段のスケジュール、②工夫してい

ること、③伝えたい成功談・失敗談、④新人・若手に伝えたいこと、と

４つのテーマでお話いただきました。学習会の最後には参加者全員でワ

ークライフバランスに関する意見交流を、その後お店で懇親会を行い、

大変充実した企画に参加となりました。 
 
２ 感想 
（１）具体的なお話 

５月集会のハラスメント分科会においても、「弁護士のワークライフバランス」をテーマ

に熱い議論がなされたところ、その延長戦のような形で具体的なお話を伺うことができまし

た。 
  例えば、朝７時に出勤し１８時に退勤する人、長い通勤時間を削減するため週２～３日の在

宅勤務を活用する人（Web 期日や Zoom 会議の日程を同日に集約するなど工夫）、土日は一

切仕事をしない又は自宅では一切仕事をしないと固く決意している人など、さまざまな働き

方が提示されました。具体的なスタイルは違いますが、各々が試行錯誤しながら自分なりの働

き方を構築されていることが分かりました。他方、急用や体調不良など予期せぬ事態が起こる

と、ペースが乱れ両立が難しいといった声もありました。 
（２）弁護士業の特徴 
  仕事とプライベートの両立は、各々の価値観と深く関わることから、ディスカッションのテ

ーマにすると難しい（だから面白い）とも思います。 
  特に、弁護士の場合は基本的に自営業であり、土日祝日も関係なしの生活が可能です。稼働

時間が長ければ、集客や売上に繋がる可能性もあります。 

 新人若手学習会 
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  また、「この箱を１００個、対岸へ運ぶ」といったように、明確な仕事の定量が決まってい

ないのも、弁護士業の特徴の１つだと思います。それゆえ、どこまでするか、何をするかも、

その人次第であり、個々の価値観が作用しやすいという印象を受けます。 
  さらに、各々に異なるキャパシティがあることから、忙しさの感じ方も十人十色です。端か

ら見て「あの先生は忙しい」という声も聞きますが、実際のところ本人がどう思っているかは

本人に聞かないと分かりません。そのため、各々が自由な意思でその働き方を選択し、周囲の

理解もあるのであれば、頭ごなしにその人の働き方を否定することはできないと思います。 
   「自分を犠牲にするような働き方はいつまでも続かない」「仕事もプライベートもすべて完

璧なスーパーマンはいない」という先生方のお話をお聞きし、司法修習の教官が仰っていた言

葉を思い出しました。「自分の心身を害してまでやらなければならない仕事は、一つもない」

という言葉です。 
  時には、依頼者や社会課題を前にし、自分の心身の悲鳴を無視して、頑張りすぎてしまうこ

ともあるかと思います。ただ、自分の心身を害してまで仕事や諸活動を頑張り続けることは、

結局は途中で疲弊してしまうという点において、また（これほど自分を犠牲にしなければやっ

ていけない、という印象を後進に与え）後進がなかなか続かないという点においても、諸活動

の継続性を困難にしてしまうとも思います。自分だけではなく、家族や周囲、目の前の依頼者

や潜在的依頼者のためにも、ある程度の余裕を持った仕事をすることが大切だと感じました。 
（３）最後に 
  私自身、働き方の理想型をまだ見つけられていません。 
  前述のとおり、働き方とは、各々の価値観や人生観と密接に結びつくことから、ワークライ

フバランスという問題に絶対的な答えはないと思います。だからこそ、色々な先生方のお話を

お聞きし、仕事に対する思いや人生観について伺いたいと思いました。 
  そして、ワークライフバランスに悩んでいる人に対しては、「みんなそれぞれ工夫している

から」と（実質的には何も解決しないような）結論付けをするのではなく、しっかりと体制を

作り、すべての人が、自由に、自身の価値観に基づいた働き方を選択できる社会や事務所作り

に尽力することが重要だと感じました。 
  開催していただいた先生方、貴重なお時間を頂戴し誠にありがとうございました。 
 

 

日時：２０２４年５月２９日(水)１４時００分～（１６時～新人学習会） 
場所：団本部事務所＋Zoom 
出席者（敬称略）： 野澤、西田、早田、藤原、浅野、大井、沼田、和田、猪股 
 
１ 報告事項 
（１） ５月集会感想 

来賓挨拶において、福島の復興の現状について語られ勉強になった。 
日米安保条約について 

幹事会報告 



 

7 

（２） メーデー、憲法大集会感想 
（３） ５月２３日衆議院憲法審査会傍聴（和田次長） 
（４） ソフトボール大会実施決定 １１月１日（金） 
（５） 第９０回裁判所・労働委員会対策東京会議 ５月１７日（金）１８時３０分～ 

事件報告、判決命令の報告 
労働委員、再審査労働者側の申立てが多いことが気になるという報告 
次回は８月２２日（木）１８時３０分～ 
権利討論集会 ６月７日に会議 

（６） ７月幹事会（地域幹事会）は三多摩法律で開催 
７月２２日１４時３０分から＠三多摩法律事務所＋宣伝行動＋懇親会 
日野赤旗事件の報告（八王子合同）も依頼する。 
 

２ 情勢討議 
  都知事選に向けて 
  ○５月２０日都政変革に向けた宣伝行動  
   都政変革・都知事戦勝利に向け、都内数カ所で宣伝行動を計画→担当：浅野次長 
   蓮舫さんが立候補明言。 
 
３ 憲法東京共同センター関連事項 
  ○憲法審査会傍聴 
   衆議院は毎週開催を予定（４月１１日～６月２７日） 
    自由法曹団担当日次回６月２０日 
  ○定例駅頭宣伝 
 
４ 本部からの要請事項 
（１）地方自治法改正問題 
  各議会への申入れについて 
（２）離婚後共同親権制度の導入をはかる民法改正問題 
  ＦＡＸ要請 
（３）再審法改正意見書採択に向けて 
 
５ サマーセミナーについて 
  メイン講師 半田滋氏確定 
  新人企画について引き続き検討。 
 
６ ２０２５年度総会開催場所について 
  熱海で確定。予約もしてある。 
 
７ 新人若手学習会 
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８ 組織報告 
 
９ その他 
（１） ＭＬ登録者数増加について 

現状２４０名しかいない。告知手段としては、弱い。 
各事務所、事務局にも一人でいいので登録してほしい。 

→Fax ニュースを作成（団員全員と各事務所事務局一人、事務所で集約して連絡してください。） 
（２） フェイスブック、ツイッター担当について 
 
10 今後の日程 
 ★次回事務局会議 ２０２４年６月１７日（月）１０時～１２時 
 ★次回幹事会        ６月２７日（木）１４時３０分～ 
 ★次々回幹事会（地域幹事会 於三多摩法律事務所）７月２２日（月）１４時３０分～ 

 

 

 
 


